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水戸の新たなも顔、決定

来
年
の
「
梅
大
使
」
1
0
人

毎
年
恒
例
の
梅
ま
つ
り
を
は

じ
め
と
し
た
水
戸
の
観
光
を
P

R
す
る
「
二
〇
一
五
年
水
戸
の

梅
大
便
」
　
（
水
戸
の
梅
ま
つ
り

実
行
委
員
会
主
催
）
の
審
査
会

が
五
日
、
水
戸
市
の
県
三
の
丸

庁
舎
で
開
か
れ
、
水
戸
の
新
た

な
〝
顔
″
が
選
ば
れ
た
。
新
大

使
た
ち
は
年
内
に
着
付
け
や
マ

ナ
ー
の
研
修
、
水
戸
の
名
所
の

勉
強
に
取
り
組
み
、
来
年
い
っ

ぱ
い
活
動
す
る
。

今
回
は
県
内
外
の
十
八
～
五

来
年
い
っ
ぱ
い
活
動
す
る

「
2
0
1
5
年
水
戸
の
梅

大
使
」
た
ち
＝
市
内
で

十
歳
の
九
十
四
人
か
ら
応
募
が

あ
り
、
県
内
の
二
十
～
三
十
二

歳
の
女
性
十
人
に
決
定
。
男
性

二
人
も
応
募
し
た
が
、
い
ず
れ

も
落
選
と
な
っ
た
。

選
ば
れ
た
三
村
陽
美
さ
ん

（
三
〇
）
＝
ひ
た
ち
な
か
市
＝
は

「
今
年
七
月
ま
で
一
年
間
留
学

し
た
中
国
で
は
、
日
本
に
興
味

を
持
つ
方
が
大
勢
い
た
。
海
外

に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
」
。

鬼
沢
千
尋
さ
ん
（
二
一
）
＝
水
戸
市

＝
は
「
梅
大
使
は
幼
い
こ
ろ
か

ら
の
憧
れ
。
一
人
で
も
多
く
の

方
に
水
戸
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
務
め
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

（
妹
尾
聡
太
）



「
水
戸
の
梅
大
使
」
決
定

来
年
の
1
0
人
を
選
出

水
戸
市
の
観
光
P
R
を
来
年

1
月
か
ら
1
年
間
担
う
「
水
戸

の
梅
大
便
」
を
選
ぶ
審
査
会
が

5
日
、
水
戸
市
内
で
あ
り
、
1
8

～
5
0
歳
の
応
募
者
9
4
人
の
中
か

ら
1
0
人
が
選
ば
れ
た
。

こ
の
日
、
第
1
次
審
査
を
経

て
最
終
審
査
に
臨
ん
だ
の
は
2
3

人
。
水
戸
京
成
百
貨
店
の
西
村

寛
社
長
を
委
員
長
と
す
る
計
1
0

人
の
審
査
委
員
か
ら
、
「
選
ば

れ
た
ら
今
の
お
仕
事
は
？
」

「
体
力
に
自
信
は
？
」
　
「
最
高

の
笑
顔
を
み
せ
て
」
と
い
っ
た

質
問
や
注
文
に
、
ハ
キ
ハ
羊
と

明
る
く
応
じ
て
い
た
。

茨
城
大
4
年
の
白
土
由
梨
さ

ん
（
2
2
）
は
、
2
年
ぶ
り
の
挑
戦

で
選
ば
れ
た
。
高
校
1
年
の
と

き
、
梅
ま
つ
り
会
場
の
借
楽
園

で
梅
大
使
が
一
緒
に
写
真
に
納

ま
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
以
来
の

夢
だ
っ
た
と
い
う
。

「
そ
の
こ
ろ
常
陸
太
田
市
に

引
っ
越
し
た
の
で
す
が
、
離
れ

た
か
ら
こ
そ
、
住
ん
で
い
た
水

戸
の
良
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
梅
大
便
と
し
て
一
人
で
も

多
く
の
方
に
、
そ
の
良
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
目
を

輝
か
せ
た
。

白
土
さ
ん
以
外
の
次
期
梅
大
使
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
、

番号順）。
鹿
部
千
尋
（
2
1
）
＝
水
戸
市
▽
三
村
猷
勢
（
3
0
）
＝
ひ
た
ち
な

か
市
▽
高
橋
祐
里
（
2
9
）
▽
浦
井
彩
加
（
2
4
）
▽
鈴
木
智
美
（
2
9
）

▽
武
田
か
お
り
（
2
8
）
▽
大
和
田
葉
々
（
2
0
）
▽
上
山
悌
子
（
2
9
）

▽
竹
内
冴
加
（
3
2
）
＝
以
上
、
水
戸
市
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